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は　じ　め　に

　長野県立総合リハビリテーションセンターは、病院、障害者支援施設、身体障害者更

生相談所、補装具製作施設の４つの機能を合せた複合施設として、昭和４９年１１月に

長野市下駒沢に開所されました。

　以来、障がいのある方の機能改善・社会復帰を目指して、様々な疾患に対応するとと

もに、医療から生活訓練、就労支援に至るまで、一貫したリハビリテーションサービス

を提供しております。

　特に、一般の医療や介護保険による福祉サービスでは対応できない、重度の障害が

あって長期のリハビリテーションを要する方の受け入れ先として、当センターは重要な

役割を担っています。

　今後も、当センターの専門性を生かして地域の医療・福祉サービスと連携し、障がい

があっても様々な支援を受けながら日常生活を送ることができるよう、さらに就労やス

ポーツなどの社会参加に繋がるよう尽力してまいりたいと考えております。

　この事業年報は、長野県立総合リハビリテーションセンターの概要と令和２年度の事

業内容を取りまとめたものです。この年報を通じて、今後当センターの機能を長野県内

から幅広くご活用いただくようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県立総合リハビリテーションセンター
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１　目　的

　リハビリテーションまでを有機的に統合した総合リハビリテーションのサービスを行っています。

　理学的、社会学的な面からの診断、検査、判定を行うとともに、必要な助言、指導も行っています。

２　沿　革

(1) 長野県告示（昭和２３年告示第４８４号）により、昭和２３年１０月７日「傷痍者授産所」が長野市に設置された。

(2)

   昭和２５年８月１０日に「傷痍者授産所」が「身体障害者授産所」と改称された。

(3)

   障害者授産所」が「身体障害者更生指導所」に吸収された。

(4)

   が同地に設置された。

(5)

　　長野県身体障害者更生指導所条例(２１号)制定

　　長野県身体障害者更生相談所条例(２２号)制定

　　長野県精神薄弱者更生相談所条例(２４号)制定

(6)

　 者更生指導所」、「身体障害者義肢要具製作所」は廃止された。　

(7) 昭和４６年４月１日　「精神薄弱者更生相談所」が長野県中央児童相談所に移管

(8)

　 開始された。

(9) 昭和４７年１１月　「リハビリテーションセンター」の建設が同地で着工

(10) 昭和４８年１月１９日付で「病院開設許可申請書」を長野県知事に提出し、昭和４８年２月３日付長野県指令４７医

 　第４１９号をもって開設が許可され、昭和４９年１１月１日付で病院が開設

(11) 昭和４９年１０月３１日　定員が次のように改正され、昭和４９年１１月１日より施行された。

　　重度の肢体不自由者　60人　入所診療　30人　その他の肢体不自由者　50人　

(12)

   ションセンター」として設置され、庶務部、指導部、医務部及び更生相談室が設置された。

(13) 昭和５１年　職業訓練棟及びモデル住宅が完成

(14) 昭和５１年４月１日付けで医務部に看護科を設置

(15) 昭和５３年　居住棟(東寮等)を増改築　

(16) 昭和５４年４月１日より定員が次のように改正

　　重度の肢体不自由者　110人　入所診療　３４人　その他の肢体不自由者　３０人

(17) 昭和５４年　寮、デイルーム、学習室、図書室等を改築

(18) 昭和５５年３月　屋外歩行訓練場を新設

(19) 昭和５６年１２月　新病棟(鉄筋３階建延３，８３６㎡)等の新築工事に着手

(20) 昭和５８年３月　新病棟、医師住宅、看護婦寮が完成

― ８ ―

戦傷病者戦没者遺族等援護法（昭和２７年法律第１２７号）が交付されたのに伴い、昭和２７年４月１日に「身体

肢体に障害をもつ人々が、自らの潜在・残存能力の自覚を高め、自らの力でその可能性を追求し社会に復帰でき

るようにするため、特に人間性を重視したリハビリテーションをベースとして、医学的リハビリテーションから職業的

また、身体障害者更生相談所機能を併設して、広く県下の身体障がい者の更生相談に応じ医学的、職業的、心

身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）の規定に基づき、昭和２５年７月１０日に「身体障害者更生相談所」、

「身体障害者更生指導所」及び昭和２５年７月１５日「身体障害者義肢要具製作所」が長野市中御所に設置され、

昭和４６年５月１日 同地に自動車運転訓練場が完成し、同１４日から職業訓練の一端として自動車運転練習が

昭和４９年１１月１日付で「身体障害者福祉センター」が廃止になり、同日付で「長野県身体障害者リハビリテー

精神薄弱者福祉法(昭和３５年法律３７号)が交付されたのに伴い、昭和３５年９月１日に「精神薄弱者更生相談所」

昭和３９年機構改革が行われ、「精神薄弱者更生相談所」及び「身体障害者更生指導所」並びに「身体障害者

   義肢要具製作所」が「身体障害者更生相談所」に付置され、内部組織が庶務課、業務課、指導課の３課制となった。

昭和４１年１０月１日付で、「身体障害者福祉センター」が同地に設置（精神薄弱者更生相談所付置）され、庶務課、

業務課（身体障害者更生相談所）、訓練課及び指導課となった。定員は、重度の身体障がい者６０人、肢体不自由

者５０人とされ、同年１２月に長野市下駒沢の新庁舎に移転するとともに、「身体障害者更生相談所」、「身体障害



(21) 昭和５８年４月１日から病床数８０床となる。

(22) 昭和５９年３月　エックス線棟、霊安棟を新築

(23) 昭和５９年１１月　管理医療棟、機能訓練棟等を改修

(24) 平成４年３月　MRI棟を新築

(25) 平成４年４月１日から庶務部を管理部に組織改正

(26)

　 「更生相談所」に身体障害者福祉司を配置

(27) 平成７年３月　施設棟を改築（鉄筋２階建延６，７７０．５８㎡）

(28) 平成７年４月１日　管理部庶務課に庶務係及び業務係、医務部に薬剤検査科を設置

(29) 平成７年４月１日から視覚障害者の更生訓練も実施できる施設に改正

(30) 平成７年１２月２０日　居住棟、給食棟、体育館等を解体

(31) 平成８年４月１日　看護科を廃止し、看護部を設置

(32) 平成８年７月３日　自動車運転訓練場を移転改築

(33) 平成９年３月１日から内科医師が常勤となった。

(34) 平成９年３月　ＣＴ棟を新築

(35) 平成１２年１０月　多目的Ｘ線テレビ装置を導入

(36) 平成１３年１０月　ＭＲＩ装置を更新

(37) 平成１６年５月　高次脳機能障害支援拠点病院に指定された。

(38) 平成１６年１０月１６日　開設３０周年記念事業を挙行

(39) 平成１７年８月　高次脳機能障害者自立支援訓練事業として「ふるさと社」の活動を開始

(40) 平成１８年４月１日　名称を「長野県立総合リハビリテーションセンター」と改称

(41) 平成１８年１０月１日　障害者自立支援法（平成１８年４月１日施行）による新体系サービスに移行し、

　 　定員を次のように改正

　　生活介護２０人、自立訓練９０人、就労移行支援３０人、（施設入所支援１４０人、短期入所４人）

(42) 平成１９年４月１日から麻酔科医師が常勤となった。

(43) 平成２０年３月　施設棟の中に生活訓練室及び自動車教習訓練場に研修室を設置

(44) 平成２１年３月　病室の改修により個室２室を設置し、４月１日から運用を開始

(45)

　　科、作業療法科、言語聴覚療法科、義肢装具科を医務部から分離し、リハビリテーション療法部とした。

(46) 平成２１年４月１日から障害者支援施設の定員を次のように改正

　　生活介護６人、自立訓練６８人、就労移行支援６人、（施設入所支援８０人、短期入所４人）

(47) 平成２１年６月からオーダリングシステムを導入し、効率化を図った。

(48) 平成２２年６月からＭＲＩを１．５テスラに更新し、運用を開始

(49) 平成２２年８月　利用者がいなくなったため、職員宿舎等５棟を解体

(50) 平成２４年４月１日から栄養課の調理部門を民間委託とした。

(51) 平成２４年９月１日からCTを64列に更新し、運用を開始

(52) 平成２５年４月１日から相談支援事業を開始

(53) 平成２８年３月からオーダリングシステムを更新

(54) 平成３０年１２月から電子カルテシステムの運用を開始

(55) 令和元年１０月１３日　台風第１９号浸水被害により診療休止

(56) 令和２年３月３０日　CT、MRI等医療機器更新

(57) 令和２年３月３０日　センター機能が完全復旧

― ９ ―

平成５年４月１日から管理部業務課を管理部栄養課に組織改正するとともに、身体障害者福祉法改正に伴い

平成２１年４月１日　薬剤検査科にあった診療放射線部門を放射線技術科として独立させ、理学療法



３　施設の規模等

(1) 名　称 長野県立総合リハビリテーションセンター

所在地 長野市大字下駒沢６１８－１

(2) 設置及び管理者 長 野 県

(3) 種別及び定員 （令和２年４月１日現在）

(4)　配置図　　　別図のとおり

(5)　規　模（令和３年４月１日現在）

　敷地面積：４２，３３１．９５㎡ 建物面積：１６，６９８．５８㎡

　建物内訳 （単位：　㎡）

 管理医療棟  Ｃ  Ｔ　棟

 病　　　棟  中　央　棟

 施　設　棟  機　械　棟

 理学療法棟  その他廊下等

 補装具製作棟  屋外施設管理棟

 Ｘ  線  棟

 Ｍ  Ｒ  Ｉ 棟

― 10 ―

施　設　の　種　別 定　　　　　　　　　　　　　　　　員

 障害者支援施設 生活介護６人、機能訓練６２人、生活訓練６人、就労移行支援６人

 （視覚障害者10人を含む） 　（施設入所支援６０人、短期入所４人）　

 病　　院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般病棟　８０人　

 身体障害者更生相談所 　　―

 補装具製作施設 　　―

施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設 そ　　　　の　　　　他

2,611.42 95.34        医師住宅２棟 201.00

3,787.58 357.03

6,770.58 436.22

1,091.10 290.39

359.90 176.66

253.59      自動車教習訓練所研修室 9.60        

88.00       小  　計 16,327.41 合　　計 16,528.41 



配置図

交通のご案内

①長電バス

宇木、三才駅、市民病院経由、柳原行

「リハビリセンター」下車　徒歩約100ｍ

※スロープ付バスの運行を行っています。

②しなの鉄道北しなの線「三才駅」下車

徒歩約20分

③長野電鉄電車「柳原駅」下車　徒歩約35分

④上信越自動車道「須坂長野東インター」から

村山橋経由約15分
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駐車場
施 設 棟

機械棟駐車場
理
学
療
法
棟

駐車場
屋外歩行訓練場

病　棟
管理医療棟 中央棟 第２理学療法棟

中　庭

補装具
製作棟

X線

CT
MRI



４　組織・機能
　　当センターは、障害者支援施設、病院、補装具製作施設及び身体障害者更生相談所の機能を有し、

　各機能が有機的に統合された総合リハビリテーションセンターです。

（１）　組織・機構（令和３年４月１日現在）

総　　務　　課

管 　理　 部 　　・総務、会計、医事事務、施設利用者利用料事務

栄　　養　　課

　　・栄養管理、栄養指導、給食業務

生 活 支 援 課

支 　援 　部 　　・利用者の自立支援、生活支援、健康管理

訓　　練　　課

　　・利用者の機能・職業訓練、高次脳機能障害者支援

医務科・麻酔科

　　・医療、保健指導

医　 務 　部 薬 剤 検 査 科

　　・医薬品の管理・調剤、臨床検査

放射線技術科

　　・診療放射線、MRI・CT撮影

理 学 療 法 科

　　・筋力トレーニング、歩行訓練、車椅子訓練

作 業 療 法 科

　　・機能訓練、日常生活動作訓練、自助具作製、高次脳機能の評価・訓練

言語聴覚療法科

　　・言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ機能、高次脳機能、摂食嚥下機能の訓練

義 肢 装 具 科

　　・治療用装具、更生用装具の製作・修理

看　 護　 部

　　・入院患者及び外来患者の看護、診療の補助

　　・施設利用者の健康管理

更生相談室（身体障害者更生相談所）

　　・医学的、心理学的及び職能的判定 　　・補装具の処方及び適合判定

　　・専門的な知識及び技術を必要とする相談及び指導

　　・市町村への情報提供及び必要な援助 ・身体障害者手帳発行業務

　　・医療・福祉なんでも相談 　　・高次脳機能障害者相談窓口

地域医療福祉連携室

　　・他病院、福祉施設との連携調整

　　・診療、福祉支援の技術的支援
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ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
療　法　部

所 長 次 長



（２）　会議・委員会

責任者会議

倫理委員会

部（室）課（科）長会議

医療・施設支援安全管理委員会

院内感染対策委員会

感染制御チーム・スタッフ会議

衛生委員会

褥瘡対策委員会

輸血療法委員会

薬事委員会

医療ガス安全管理委員会

オーダリングシステム検討委員会

　　所　長 オーダリングシステム専門部会

オーダリングシステム委員会

サービス調整会議

診断会議

栄養会議

栄養委員会

精度管理検討委員会

補装具所内判定委員会

コミュニケーション支援チーム

高次脳機能障害支援対策協議会

虐待防止・福祉サービス苦情解決委員会

接遇委員会

広報紙委員会

ホームページ運営担当者会議

個人情報保護委員会

診療情報提供委員会

プラン推進委員会
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（３）　職員構成 （令和３年６月１日現在）

職　員 人

所　長 1 人 　（整形外科医）

次　長 1 人 　（整形外科医）

（単位：　人） （単位：　人）

　　　　　部　　　　　　　　　長　　　

　　　　　部　　　　　　　　　長　　　

(兼)

(兼)

(兼)

(兼)

(兼)

【臨任・非常勤等】

4 人

8 人

28 人

2 人 （現員数に含む）

11 人

53 人 (兼)

― 14 ―

地域医療福祉
連携室

室 長 1

看 護 師 1

社 会 福 祉 士 (2)

相 談 支 援 専 門 員 (2)

保健福祉事務所駐在 身体障害者福祉司 (10)合　　　　　計

室　　　　名 職　　　　　　　種 現員数

育 休 任 期 付 職 員

更生相談室

室 長 1臨 時 的 任 用 職 員

事 務 職 員 1

身体障害者福祉司 4

専 門 幹 1

医 師

看 護 師 40更生相談判定医師

会計年度任用職員

室　　　　名 職　　　　　　　種 現員数

看　護　部

部 長 1

副 看 護 部 長 1

看 護 技 幹 4

看 護 師 長 4

義 肢
   装具科

科 長 1

義 肢 装 具 士 2

部　　　　名 職　　　　　　　種 現員数

9

医 療 技 術 専 門 員 1看 護 師 (7)

理 学 療 法 士

訓 練 指 導 員 1

言語聴覚
　 療法科

科長（医務次長兼務） 1理 学 療 法 士 (3)

言 語 聴 覚 士 3

課 名 職　　　　　　　種 現員数

生 活 支 援 専 門 員 1

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
療
法
部

部　長（次長兼務） (1)

生 活 支 援 員 10

10課 長 (1)

作 業
　 療法科

科 長 1訓 練 指 導 専 門 員 1

作 業 療 法 士

理 学
　 療法科

科 長 1

看 護 師 長 (1)

支
　
　
　
　
援
　
　
　
　
部

1

生 活
　支援課

課 長 1 部 名

作 業 療 法 士 (4)

部 名 課 名 職　　　　　　　種 現員数

訓練課

診 療 放 射 線 技 師 1

1

担 当 係 長 1 医 療 技 術 専 門 員 3

放射線
技術科

科 長 1

事 務 職 員 2 麻酔科 科長（医務部長兼務） (1)

栄養課
課 長 1 薬   剤

検査科

科 長

管
　
　
理
　
　
部

1 医
　
　
　
　
務
　
　
　
　
部

　　　　　　部　　　　　　　　　長　　　 1

総務課

課 長

118

部 名 課 名 職　　　　　　　種 現員数 部 名

1
医務科

科 長 1

担 当 係 長 1

課 名 職　　　　　　　種 現員数



Ⅱ　　更　生　相　談

１　　業務概要

２　　身体障がい者更生相談件数

３　　内容別判定書交付件数

４　　市町村別判定書交付件数

５　　巡回による相談件数

６　　心理判定・相談件数

７　　身体障害者手帳交付件数

８　　医療ケースワークの実施状況
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１　業務概要

　　　　担当医師は次のとおり

　肢　 体　 不　 自　 由 田　丸　冬　彦 （所長）

ほか当センター医師

　腎　　臓　　障　　害 大　西　雄太郎 （千曲中央病院名誉院長）

洞　　和　彦 （北信総合病院院長）

神　應　　裕 （神應透析クリニック院長）

　聴覚・言語機能障害 根　津　公　教 （長野赤十字病院耳鼻咽喉科部長）

　内　　部　　障　　害 吉　岡　二　郎 （長野赤十字病院院長）

古　川　賢　一 （飯山赤十字病院医師）

増　渕　　雄 （長野赤十字病院感染症内科部長）

　視　　覚　　障　　害 風　間　　淳 （長野市民病院眼科部長）

（2）　巡回相談

　　　 次のとおり実施しました。なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、下記期日以外は中止としました。

（3）　市町村等身体障がい者福祉事務担当者研修会

（4）　補装具費支給事務専門研修会

令和2年9月18日 　南信地区　（伊那市役所） 田丸所長

　　障がい者の医療・福祉の相談支援や身体障害者手帳の発行業務を行うとともに、県の身体障害者更生相

談所として、身体障がい者の補装具費、自立支援医療（更生医療）費の支給に係る医学的判定を行い、遠隔

地に居住する障がい者に対しては巡回による相談、判定、指導を行いました。

　　また、市町村職員等を対象として、身体障がい者の相談・援護を実施する上で必要とされる専門的な知識・

技術を提供するための研修を行いました。

　　さらに、研修の機会等を活用し、障がい者の自立生活に向けて当センターの活用が図られるよう、センター

の医療部門、障がい者支援施設部門等について周知を図り、利用の促進に努めました。

（１）　定例相談判定

実　施　期　日 対　象　地　域　（実　施　場　所） 摘　　要

令和2年10月23日 　中信地区　（松本合同庁舎、松本医療センター） 上條医監

令和2年11月26日 　東信地区　（佐久合同庁舎） 立岩部長
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令和3年3月11日 　南信地区　（伊那市役所） 立岩部長

　　　 市町村及び県保健福祉事務所で新たに身体障がい者福祉事務を担当することとなった職員を対象

　　として、身体障害者手帳、更生医療及び補装具判定に関する基本的な事務手続きについて説明する

　　研修会を計画していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、集合形式では開催せず、

　　市町村等に研修会資料を配布し、担当職員に活用してもらうこととしました。

　　　 適正な補装具費の支給に資するため、市町村の補装具事務担当者、医療機関の相談員、補装具

　　業者等を対象とした専門研修会を計画していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

　　市町村等に研修資料を配布し、事務担当者等に活用してもらうこととしました。



２　身体障がい者更生相談件数

（単位：　件）

前年度

981

2,427

2,426

24

683

344

1,668

8,553

7,192

　　「福祉行政報告例　第１７　身体障害者更生相談所における処理」に基づく。（巡回相談等を含む。）

３　内容別判定書交付件数

（1）　更生医療 （2）　補装具給付
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高次脳機能障害 計

1,095

相談内容 肢体不自由 視覚障害 聴覚障害 言語機能障害 内部障害

2,638

更 生 医 療 114 10 9 962

補 装 具 1,725 24 884 5

身体障害者手帳 1,868 8 2 5 1,178 12 3,073

職 業 相 談 96 15 163 274

施 設 入 所 444 182 626

生 活 相 談 302 42 86 152 582

そ の 他 72 4 13 125 214

計 4,621 32 942 128 2,145 634 8,502

実 人 員 6,863

実人員 7,192

種　　　　　　　　別 交付件数 前年度 種　　　　　　　　　別 交付件数 前年度

前年度
計 5,208 62 886 12 2,036 349 8,553

肢  体  不  自  由 45 38 義　　　　　　　　　手 7 5

心　　　　　　　　臓 199 172 義　　　　　　　　　足 21 14

じ　　 　ん　　　 臓 482 568 上　　肢　　装　　具 10 1

音声・言語・そしゃく 5 8 下　　肢　　装　　具 132 124

聴　　　　　　　　覚 8 13 体　　幹　　装　　具 4 4

視　　　　　　　　覚 0 0 靴　　型　　装　　具 7 13

小　　　　　　　　腸 0 0 足　　底　　装　　具 1 3

免　　　　　　　　疫 30 89 座 位 保 持 装 置 12 17

肝　　　　　　　　臓 9 0 車　 　　い　 　　す 58 70

そ　　　の　　　他 0 0 電　動　車　い　す 21 28

計 778 888 起  立  保  持  具 5 8

13

歩　　 　行　 　　器 4 1

眼　　 　鏡　 　　等 1 0

補　　 　聴　 　　器 471 459

意 思 伝 達 装 置 11

そ　 　　の　 　　他 1 1

計 766 761



４　市町村別判定書交付件数

（単位：　件）

市町村 市町村

長野市 60 123 183 182 松川町 3 5 8 10

松本市 261 63 324 340 高森町 1 7 8 13

上田市 72 37 109 193 阿南町 3 4 7 7

岡谷市 5 11 16 26 阿智村 5 1 6 10

飯田市 31 34 65 80 平谷村 0 0 0 0

諏訪市 6 9 15 11 根羽村 0 2 2 1

須坂市 7 8 15 25 下條村 0 4 4 1

小諸市 10 16 26 44 売木村 0 0 0 1

伊那市 13 14 27 30 天龍村 0 1 1 0

駒ヶ根市 9 11 20 13 泰阜村 1 1 2 2

中野市 13 7 20 28 喬木村 1 7 8 8

大町市 7 10 17 33 豊丘村 1 2 3 4

飯山市 6 4 10 6 大鹿村 0 1 1 1

茅野市 10 7 17 25 下伊那郡計 15 35 50 58

塩尻市 60 24 84 56 上松町 0 1 1 2

佐久市 24 128 152 100 南木曽町 2 0 2 5

千曲市 39 29 68 60 木曽町 1 3 4 2

東御市 9 8 17 28 木祖村 1 0 1 1

安曇野市 20 24 44 47 王滝村 0 0 0 0

市　　計 662 567 1,229 1,327 大桑村 1 0 1 2

木曽郡計 5 4 9 12

小海町 8 6 14 9 麻績村 0 1 1 5

佐久穂町 4 16 20 22 生坂村 2 2 4 2

川上村 0 3 3 9 山形村 10 3 13 15

南牧村 2 3 5 2 朝日村 1 2 3 2

南相木村 0 1 1 1 筑北村 2 1 3 3

北相木村 0 2 2 2 東筑摩郡計 15 9 24 27

南佐久郡計 14 31 45 45 池田町 1 2 3 5

軽井沢町 6 14 20 16 松川村 2 2 4 6

御代田町 1 14 15 19 白馬村 1 2 3 4

立科町 1 8 9 10 小谷村 0 1 1 1

北佐久郡計 8 36 44 45 北安曇郡計 4 7 11 16

長和町 2 5 7 6 坂城町 6 12 18 19

青木村 3 2 5 3 埴科郡計 6 12 18 19

小県郡計 5 7 12 9 小布施町 0 3 3 3

下諏訪町 16 9 25 17 高山村 0 2 2 3

富士見町 3 4 7 5 上高井郡計 0 5 5 6

原村 5 2 7 6 山ノ内町 0 4 4 5

諏訪郡計 24 15 39 28 木島平村 0 2 2 1

辰野町 3 8 11 5 野沢温泉村 0 0 0 0

箕輪町 6 9 15 17 下高井郡計 0 6 6 6

飯島町 3 3 6 5 信濃町 0 1 1 8

南箕輪村 2 2 4 8 飯綱町 0 2 2 2

中川村 1 3 4 10 小川村 2 2 4 3

宮田村 3 0 3 5 上水内郡計 2 5 7 13

上伊那郡計 18 25 43 50 栄村 0 1 1 0

下水内郡計 0 1 1 0

町　村　計 116 198 314 334

県外 0 1 1

合　　　計 778 766 1,544 1,661

前年度 898 763 1,661
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合　計 前年度更 生 医 療 補　装　具 合　計 前年度 更 生 医 療 補　装　具

0



５　巡回による相談件数（再掲）

全　　回

０ ０

10 ４５

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

１０ ４５

１０ ４５

６　心理判定・相談件数

　延人数 　前年度

２８ ３４

１８９ ９３

４１ ８１

１２ ２１

０ ０

２７０ ２２９

７　身体障害者手帳交付件数

４，０９５ ４，２９８

１，５０７ １，６２５

６５１ ７９８

６，２５３ ６，７２１

（注）　長野市分を除く。

８　医療ケースワークの実施状況

７８ ７５ ３６０ １８２

２６ ３５ ４５ ７８

１０４ １１０ ４０５ ２６０

相 談 内 容 　人　数 前年度

更 生 医 療

補 装 具

身体障害者手帳

職 業 相 談

施 設 入 所

生 活 相 談

そ の 他

延 べ 人 員

実 人 員

項 目 種　　　　　別

心理検査・相談・訓練

来　所　（外　来）

当センター入所中

当センター入院中

入 所 判 定
来　　　　　　　　所

巡　回　・　訪　問

計

交 付 等 内 容 件　　数 前年度

新 規 交 付

再 交 付 （ 程 度 変 更 ）

再 発 行( 紛失 ・破 損）

計

項　目
対応患者 

外　来

計
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面接・支援会議の実施

延べ人数 前年度 延べ回数 前年度

入　院



Ⅲ　　障 がい 者 支 援 施 設

１　　生活支援部門　

（１）　生活支援

（２）　健康管理・指導

（３）　視覚障がい者への訓練

（４）　ショートステイ

（５）　月別利用者数

（６）　等級別利用者数

（７）　障がい別利用者数

（８）　年齢段階別利用者数

（９）　郡市別利用者数

（10）　利用者の退所先

２　　訓練部門

（１）　機能訓練

①　機能訓練実施者数

②　障がい別機能訓練実施者数

③　理学療法における車イス等採型件数

④　作業療法におけるスプリント・自助具作製・グループ訓練件数

⑤　施設外活動状況

（２）　職業能力等

①　年間配科別利用者数

②　障がい別職業訓練実施者数

③　資格・免許等の取得状況

（３）　高次脳機能障がい者支援（ふるさと社）

①　利用対象者数

②　障がい別対象者数

③　年度末状況

④　諸会議開催回数

３　　就職等の状況

４　　苦情受付状況
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１　生活支援部門

　　 障がい者が自らその障害を克服し、早期に社会参加が可能となるよう、次の目標に向けて必要な日常

　生活訓練、理学・作業療法（機能訓練）、健康管理指導を実施すると共に、家庭や地域での生活の質（QOL）

　の向上に努めました。

　　　○就労による社会的自立を目指す。

　　　○地域の支援サービスを有効に活用し、地域での自立した生活を目指す。

　　　○地域生活の移行が困難な者については、家庭により近い生活施設等への移行を目指す。

（1）　生活支援

　　　　利用者個々の訓練目標を定め、明確な目標意識をもって訓練に励めるよう留意しながら、日常生活

　　　動作（ADL）訓練を実施し、合わせて教養講座、社会適応訓練・社会見学、クラブ活動などの社会参加

　　　活動の支援を行いました。

　ア　教養講座

　　　知識を広め教養を高めるとともに、社会生活への適応能力や訓練意欲の向上を図りました。

　イ　社会適応訓練

1 人

1 人

　ウ　レクリエーション・スポーツ

　　　サンアップルと共同で、利用者の機能維持・新たな能力の発見・ストレスの発散を図るとともに、更生意欲

　　の向上、退所後の社会参加の促進に結びつけることを目指しました。

R2

R3
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コロナ禍にて、開催できませんでした。

 3月　4,11,18,25日 ウォーキングサッカー、ボッチャ、バドミントン、卓球 サンアップル体育館、デイルーム

11月　12日 フライングディスク サンアップルホール 8人

 9月　17日 卓球 デイルーム

参加人員

 2月　4,18日 ツインバスケ、Tボール サンアップル体育館

 1月　21,28日 グランドソフトボール、ショートテニス サンアップルホール

12月　3,17,24日 卓球、フライングディスク、カローリング 食堂、デイルーム

10月　1,15,22,29日 ゲートボール、スクエアボッチャ、バドミントン、テニス グラウンド、サンアップル体育館 1回平均

 8月　6日 フライングディスク、カローリング OT室前廊下

 7月　9,16,30日 卓球、カローリング PT室

 6月　11,18,25日 バドミントン、卓球 PT室

内　　　　　　　　　　容 場　　　　　所実　　施　　日

　　　社会人としての生活技能・知識を習得するため、施設外における移動訓練を実施しました。

実　施　日 内　　　　　　　　　容 場　　　　　　所 参加人員

R2.6.26 駅までの移動と電車利用 センター～中野市

R2.7.7 駅までの移動 センター～三才駅

実　施　日 講　　　演　　　内　　　容 場　　　　所 参加人員

人



　エ　クラブ活動

　

　オ　その他

（２）　健康管理・指導

　ア　健康管理

　　　利用者の健康保持・増進のため、保健指導・健康管理等を行うとともに定期的に健康相談を実施し

 毎日平均 人

 エネルギー制限者他・全員

 全員

受診（所外受診含む）

延べ人員 934 人

月平均 78 人

　　　所外受診者

述べ人員 81 人

延べ人員 27 人

延べ人員 58 人

1回平均 6 人

14 人

0 人

　イ　時間外緊急時医療対応

延べ人員 8 人

　ウ　健康増進

人
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参　加　者　数

　コロナ禍にて、実施できませんでした。

R2.10.21

（実施せず）

 　インフルエンザ予防接種

　 肺炎球菌ワクチン予防接種

実　施　日 実　　　　　施　　　　　内　　　　　容

R2.4.1～R3.3.31 　発熱、腹痛、尿路感染、骨折等

　　　　　　・外来受診　　　・家族への指導

　　　　　　・服薬管理（自己管理指導）

R3.3.31

R3.3.25

 　個別指導：疾患別・症状に応じて実施

　　　　　　・褥創予防、尿路管理指導等

R2.4.7～
 　医師健康相談（週１回）

R3.3.22

R2.10.15 ～
　 レクスポ教室事前健康指導

R2.4.1～  　体重測定（週１回・月１回）

実　施　日 実　　　　　施　　　　　内　　　　　容 対　　　　象　　　　者

 　血圧測定（毎日・週１回） 19

内　　　容クラブ名 開催回数 参加延べ人員 場　　所

　コロナ禍にて、開催できませんでした。

R2.8.4  　施設棟避難訓練（昼間想定）

(被害想定)
　　施設棟２階湯沸かし室より出火
(避難場所 )
　　１Ｆ食堂
　　２Ｆパソコン室前

　　ました。

押し花教室

カラオケクラブ

実　施　日 内　　　　　　　　　　容 場　　　　　　　所



(3)　視覚障がい者への訓練

　　　視覚障がい者の社会適応能力の回復･向上のために必要な知識、技能が取得できるよう実践的な訓練

　　（歩行･日常生活技術・コミュニケーション･その他）を実施しました。

(4)　ショートステイ

　　　介護者の都合等により、家庭において一時的に介護を受けることが困難となった身体障がい者を、

　　受け入れました。

(5)　月別利用者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度

0 3 3 5 3 2 5 4 4 3 2 5 39 38

0 1 3 5 5 3 7 3 3 1 3 4 38 55

21 21 22 23 24 22 20 18 19 20 21 20
平均
21.0

 平均
23.5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 平均0  平均0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 平均0  平均0

0 1 3 4 0 0 2 4 1 1 0 0 16 31

0 0 4 3 1 0 1 4 2 0 0 1 16 32

0 0 1 1 1 0 0 1 1 0 1 1
平均

0.6
平均

0.7

0 4 6 9 3 2 7 8 5 4 2 5 55 69

0 1 7 8 6 3 8 7 5 1 3 5 54 84

21 21 23 24 25 22 20 19 20 20 22 21
平均
21.5

 平均
24.4

21.0 21.9 24.3 25.3 22.3 22.8 20.8 20.1 20.3 22.5 22.0 21.8
平均
22.1

平均
25.4
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（注）日中活動支援付ショートステイ利用者を含む。［　］内は併給で外数。

就労移行

入所者数

退所者数

初日在籍者数

生活介護

入所者数

退所者数

初日在籍者数

計

入所者数

退所者数

初日在籍者数

1日平均利用者数

生活訓練

入所者数

退所者数

初日在籍者数

延　べ　人　員

　　　　　　　　　　　月別
  区分

機能訓練

入所者数

退所者数

46人 実　施　延　日　数 367日

前年度

初日在籍者数

（注）日中活動支援付ショートステイ利用者を含む。

45人 前年度 313日

20時間

0時間

97時間前年度

歩　　　　　　　　行 20時間

実　人　員 1人 訓 練 総 時 間

3人 前年度

訓
練
時
間
内
訳

訓　　練　　内　　容 時　間 訓　　練　　内　　容 時　間

点　　　　　　　　字 0時間 日　　　　　　　　常 0時間

パソコン・スマートフォン 0時間 そ　　　　の　　　　他



(6)　等級別利用者数 (7)　障がい別利用者数

(8)  年齢段階別利用者数

(9)　郡市別利用者数

人員 21 4 3 1 0 2 4 0 1 1 2 0 3 1 1 1 5 0 1 51

前年度 30 4 6 1 0 1 4 0 1 0 4 2 0 1 0 2 3 0 1 60

人員 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 4

前年度 0 2 1 1 1 0 0 0 1 1 2 0 0 3 1 13

(10)　利用者の退所先

復

職

・

就

職

福

祉

的

就

労

進

学

・

復

学

そ

の

他

(

在

宅

生

活

）

小

　
　
　
計

障

が

い

者

支

援

施

設

等

介

護

保

険

施

設

等

そ

の

他

施

設

小

　
　
　
計

病

　
　
　
院

死

　
　
　
亡

利

用

区

分

変

更

等

小

　
　
　
計

人員 8 4 0 16 28 1 1 0 2 0 0 2 2

構成比 25.0% 12.5% 0.0% 50.0% 87.5% 3.1% 3.1% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 6.3% 6.3%

前年度 7 3 0 33 43 1 6 0 7 1 0 0 1
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100.0%

＊4月1日を年齢基準日とする。

上
高
井
郡

埴
科
郡

北
安
曇
郡

比率（％）

1.8%

3.6%

10.9%

29.1%

34.5%19

6

5

55

下
高
井
郡

飯
山
市

茅
野
市

須
坂
市

小
諸
市

伊
那
市

32

100.0%

51

退
　
所
　
先

家　　庭　　復　　帰 施　設　入　所 その他

合計

小
県
郡

諏
訪
郡

北
佐
久
郡

南
佐
久
郡

東
筑
摩
郡

木
曽
郡

下
伊
那
郡

上
伊
那
郡

郡
市
別

県
　
外

下
水
内
郡

上
水
内
郡

73

55

塩
尻
市

佐
久
市

千
曲
市

東
御
市

小
　
計

合
　
計

小
　
計

安
曇
野
市

郡
市
別

長
野
市

松
本
市

上
田
市

岡
谷
市

大
町
市

駒

ヶ
根
市

中
野
市

50～59

60～64

65歳以上

全体

16

6

4

46

飯
田
市

9

諏
訪
市

3

0

1

10.9%

9.1%

20～29

30～39

40～49

年齢区分

19歳以下

利用者数

全体男性 女性

0

1

5

14

1

1

2

6

16

1 1

2

１　　級

3

５　　級 1 3 骨 ・ 関 節 疾 患 0

4

生活訓練 9 6 神 経 ・ 筋 疾 患 2 1

計 55 73

1 2

３　　級 6 3 頭 部 外 傷

２　　級 18 25 脊 髄 損 傷 及 び 脊 髄 疾 患 7
0

脳 血 管 障 が い

計 55 73

31 38

15

2

障　　　が　　い　　　別 利用者数 前年度級　　別 利用者数 前年度

　　 　家庭に復帰した利用者は28名で全体の約9割を占めており、その内8名が就職又は復職し
ています。

４　　級 3 1 切 断

0

６　　級 0 1 脳 性 マ ヒ 3

視 覚 障 が い 1
そ の 他 10 8

18 34



２　訓練部門

（1）　機能訓練

　ア　理学療法は、主に基本動作能力の回復を図るため、運動療法、物理療法、日常生活動作訓練を行い、

　　併せて車イスの採型なども行いました。

　イ　作業療法は、作業活動を用いた機能訓練、日常動作訓練と生活環境の調整等を行い、生活の自立に

　　向けて支援しました。

①　機能訓練実施者数

②　障がい別機能訓練実施者数（単位：人） ③　理学療法における車イス等採型件数

⑤　施設外活動状況 （単位： 人）
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計 10 13 15 15

職 場 ・ 施 設 訪 問 0 4 3 3

講 師 ・ 指 導 等 0 0 0 0

家 庭 訪 問 10 9 12 12

　　　　　　　　　　　　　　　　訓練部門別
　活動別

理学療法 作業療法
前　年　度

理学療法 作業療法

視 覚 障 が い 0 0 自　 助 　具　 作 　製　・　紹　 介
51 106

そ の 他 0 0 （ﾘｰﾁｬｰ､食事用・書字用自助具、ﾄﾗﾝｽﾌｧｰﾎﾞｰﾄ等）

1,286 820

計 55 53 グ  ル  ー  プ  訓  練 1,235 704

前 年 実 績 76 75 計

前年度

神 経 ・ 筋 疾 患 4 3 ス　　プ　　リ　　ン　　ト　　作　　製 0 10

頭 部 外 傷 2 2

切 断 1 1

骨 ・ 関 節 疾 患 0 0 ④　作業療法におけるスプリント・自助具作製・グループ訓練件数

脳 性 麻 痺 1 1 項　　　　　　　　　目 件数

1 2

脊髄損傷・脊髄疾患

作　　業　　療　　法 53 3,238

前
年
度

理　　学　　療　　法 76 3,964

作　　業　　療　　法 75 3,553

　　　　　　　　　訓練名
　障がい別

理学療法 作業療法 項　　　　　　　目 採型数 前年度

10 9 電　動　車　イ　ス 0 0

訓　　　　練　　　　名 実　　　人　　　員 実 施 延 べ 人 数

理　　学　　療　　法 55 4,015

脳 血 管 障 が い 37 37 車　　　イ　　　ス



（2）　職業能力等

　　ア　能力開発科、電算事務科、経理事務科を設置し、利用者の個々のニーズと能力に応じた

　　　職業（能）訓練を実施し、利用者の就労の促進を図っています。

　　　　また、就労を目的としない利用者に対しては、趣味の拡大等への支援を行っています。

　　イ　自動車運転科を設置し、生活圏の拡大と職業適応力の増大を図るため、障がい者用教習車

　　　を用い、運転免許取得及び習熟訓練を目的とした自動車運転訓練を行っています。

　　ウ　園芸科、木工芸科は休止しています。

①　年間配科別利用者数（日中活動支援付ショートステイ利用者を含む。）

③　資格・免許等の取得状況

ア　自動車運転免許取得者

ウ　自動車運転訓練実施後の状況

3

自動車免許取得者 0 0

うち復職又は
就職者

運転習熟訓練実施者 23 5

人員 計項目 0

2

0

前年度

1

28 19 20

1

0

３級 0

0

表計算技士 ２級 0

0 7 2 0

1
３級

0 2

１級 0

１級 0

3 3

能力開発科 電算事務科 経理事務科 自動車 運転科

前 年 度

人 員 19 24 16

自動車運転免許
取得訓練実施者

項目 人員 前年度
　　　　　　　　　　　試験日
　　　資格

　① 7月１１日
　② 中止
　③ 中止

0 0 0

19 24 16 23

 イ  コンピュータサービス技能資格取得者 （単位：人）

前 年 度 27

0

ワープロ技士 ２級 0 0

計

0 1

神 経 ・ 筋 疾 患 2 4 0 1

視 覚 障 が い 0

0

 　　　　　　　　訓練名
障がい別

骨 ・ 関 節 疾 患 0 0 0 0

脳 性 麻 痺 0

頭 部 外 傷 4

脳 血 管 障 が い 13 5 10 16

脊髄損傷・脊髄疾患
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そ の 他 0 3

計

うち
   自動車運転
   免許取得者

0

4 0 0

切 断 0 1 1

②　障がい別職業訓練実施者数（日中活動支援付ショートステイ利用者を含む。） （単位：人）

23 82 94

項　目 能力開発科 電算事務科 経理事務科
自動車
運転科



　　として模擬会社「ふるさと社」において､高次脳機能訓練及び職業（能）訓練を行い､社会復帰に向けての支

　　援を行いました。

①　利用対象者数

7 0 6 1 2 0 3 2 0

7

②　障がい別対象者数 （単位：人） ③　年度末状況 （単位：人）

④　諸会議開催回数

３　就職等の状況

20歳
代

30歳
代

40歳
代

50歳
代

60歳
代

以上

専門
技術
管理

事務 販売
サー
ビス

保安
農林
漁業

運輸
通信

製造
労務

0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

8 0 1 2 2 3 1 3 1 2 0 1 0 0 2

４　苦情受付状況
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前　　年　　度 7

そ  の  他  （ 職  員  へ  の  要  望  等 ） 55 53.4%

計 103 100.0%

利 用 者 の 人 間 関 係 に 関 す る こ と 34 33.0%

設　　備　　に　　関　　す　　る　　こ　　と 4 3.9%

生　　活　　に　　関　　す　　る　　こ　　と 9 8.7%

訓　　練　　に　　関　　す　　る　　こ　　と 1 1.0%

就職

復職

苦　　　　情　　　　内　　　　容 件　数 構 成 比

区分 人員

年　代　別　内　訳 職　　業　　別　　内　　訳

前年度

ケース検討会議   10回

ケア会議   20回

職場訪問・見学   3 件

利用継続中 2

内　　　容 回　　　数

0 3 4

そ の 他 5

脳 血 管 障 が い 2

前年度実対象者

頭 部 外 傷 0

7

診断書
（精神）

一般就労(復職含む) 0

福祉的就労 1

30歳
代

40歳
代

50歳
代

(3)　高次脳機能障がい者支援（ふるさと社）

　　　高次脳機能障がいを持つ者に対して、医学的診断、心理判定、機能評価を行うほか、ワークトレーニング

（単位：人）

実対象者

手帳区分別　 利用別 男女別 年代別

60歳
代

入所 通所 男性 女性
20歳
代

身体障害
者手帳

精神保健
福祉手帳



Ⅳ　　補装具製作施設

１　　業務概要

２　　補装具製作修理件数

３  　補装具生産品状況

４    疾患別補装具製作修理件数

５  　市町村別補装具製作修理件数

６  　補装具費支給に係る書類判定件数

７    補装具費支給に係る来所・巡回判定件数
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１　業務概要

２　補装具製作修理件数

３　補装具生産品状況

４　疾患別補装具製作修理件数
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修　理 126     145     

計 242     254     

　　医師の指示のもと、障がいのある方、治療が必要な方に補装具の提供を行いました。

　  身体障害者更生相談所業務、補装具費支給に係る判定に専門的立場から協力しました。

区　分 件数 前年度

製　作 116     109     

5

股 装 具 0 3

件数 前年度品 名品 名 件数 前年度 品 名 件数 前年度

2

13
短 下 肢 装

具
47

手 部 義 手 1 0
長 下 肢 装

具

股 義 足 0 1 前 腕 義 手 0 3

15

大 腿 義 足 3 5

上 腕 義 手 0 1 5

8

0 2

下 腿 義 足 6 8 頸 椎 装 具 8

膝 装 具 4

43

膝 義 足 0 0 手 指 義 手 12

足根中足義足 1 0 上 肢 装 具 1 2

肘 装 具 4

足 底 装 具

肘 義 手

件数

靴 型 装 具
( 市 販 靴 の 補 高 ）

0

1

計 116 109

2 サポーター 6 00 1 体 幹 装 具 2

5

5

前年度 件数 前年度

外 来 施 設 計

杖 類

神 経 変 性 疾 患 2

2 3

0 0

入 院

前年度 件数 前年度 件数

1 0 2 0

0 1

脳 性 麻 痺 7 0

脊 髄 性 麻 痺 3 0 0

脳 損 傷 0 1 0 0

0

0

0

0 0

脊 髄 損 傷 3

03

00 0

0

805 11 19

3 1 2 1 0

30

3 5

脳血管疾患等のその他

0

0

61 66 6 3

関 節 疾 患 35 1

切 断 76 81 0 4 0

19 32 5 4

0 0

7

4

2

運 動 器 の そ の 他

脊 椎 疾 患

0 2 26

6

2

85

6

合 計 222 222 14 19 6 242 254

24

そ の 他 9 7 1 0 0 0 0

2

13

38

7 4 0 2



５　市町村別補装具製作修理件数

市 町 村 外 来 入 院 施 設 計 外 来 入 院 施 設 計

長野市 141 7 2 150 1 0 0 1

上田市 4 0 1 5 6 0 0 6

岡谷市 0 0 1 1 1 0 0 1

須坂市 15 3 0 18 3 1 0 4

小諸市 4 0 0 4 3 1 0 4

伊那市 1 0 0 1 1 0 0 1

中野市 12 1 0 13 3 0 0 3

大町市 1 0 0 1 2 0 0 2

飯山市 8 0 0 8 20 2 0 22

佐久市 3 0 0 3 0 0 1 1

千曲市 13 1 1 15 0 0 1 1

市合計 202 12 5 219 222 14 6 242

222 19 13 254

６　補装具費支給に係る書類判定件数（義肢装具士の関わったもの）

種 別 件数 件数 件数 件数

義手 5 123 2 164

義足 20 2 1 182

上肢装具 3 2 6

７　補装具費支給に係る来所・巡回判定件数（義肢装具士の関わったもの）
(単位：　件）
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4

23

巡回補装具判定

区 分

来所補装具判定

1021

計 5 3 8

要 否 判 定

種 別 種 別 種 別

墨田区

1

適 合 判 定

2

前 年 度

13

計

6

下肢装具 足底装具 計

体幹装具

靴型装具

意思伝達装置

ＢＦＯ

前年度

県外計

（単位:　件）

市 町 村

信濃町

高山村

前年度

飯綱町

坂城町

小布施町

山ノ内町

合　 計

野沢温泉村

小川村

町村合計



Ⅴ　　医　　　　　　　療

１　　業務概要

２　　月別入院患者状況

３　　性別、年齢別入院患者状況　　

４　　疾患別入院患者状況

５　　病棟別看護区分状況

６　　外来患者診療科目別状況

７　　月別手術状況

８　　月別薬局処方箋枚数

９　　麻薬管理状況

10 　輸血用血液製剤取扱状況

11 　薬剤管理指導算定件数

12 　放射線業務実績表

13 　検査室検査項目別件数

14　 リハビリテーション（PT．OT．ST）実施延人数

15　 リハビリテーション（PT．OT．ST）疾患群別実施単位数

16　 疾患別リハビリテーション（PT．OT．ST）実人数

17　 作業療法におけるスプリント・自助具作製、運転評価件数
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１　業務概要

  整形外科及び脳神経内科病院（80床）として、手・関節・脊椎外科、ペインクリニック、脳神経内科等の専門的

外 来 診 察 日 及 び 担 当 医 師

○　整形外科 （月曜日） 立岩　裕

（火曜日） 清野　良文、上條　哲義

（水曜日） 立岩　裕

木下　久敏（月２回）

（木曜日） 清野　良文、上條　哲義

（月・火・水・木曜日） 田丸　冬彦

（金曜日） 吉野　直

○　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 （月～金曜日） 田丸　冬彦、清野　良文、立岩　裕、上條　哲義

○　麻酔科 （月・金曜日） 笠間　進

○　泌尿器科 （金曜日）月２回 井川　靖彦 ＊午前又は午後のみを含む。

２　月別入院患者状況

（注）入院患者数のうち、病棟間の移動患者は移動元で計上。

― 34 ―

26.3

ベ ッ ド
利用率（％）

12.9 16.8 23.9 27.2 35.4 32.3 34.2 41.2 36.8 34.9 26.0 37.0 30.0 34.0

27.0 32.4 28.3 26.9 19.8 29.2 23.4

12.7

58.7

12.8

112.8 113.0 112.3

14.1 13.5 11.1

119.3 108.2

56.7 50.0 38.5 31.8 34.0

110.2 86.1 79.6

２　階 2.0 13.7 14.4 19.6 17.1

38.9

１ 日 平 均
入院患者数

10.3 13.2 19.0 21.4 27.9 25.3

41.1

平
均
在
院
日
数 計 119.3 85.0 73.8 60.0 60.1 53.9

94.3 113.2 140.1 141.4

14.8

１　階 129.0

9,662

4,452

70.0

9.5 12.612.4

計 309 411 571 666 865 759 839

2 134 129 47 1861 40

878 834 577 906 8,587972

288 248 201

3 0 4 9

7,003630

36 272 1,584

14 17

11 6

退
院
患
者
数

２　階 0

在
院
延
日
数

１　階 308 371 569 532

２　階

計 2 7 3 10

１　階 2 4 3 6 5 6

712

11

736 653 5,210633 541 634684

173

30 25

31119 37 33 6 14

2005 2926

315 9 115 229

71

28 26

82

9

3 54 7 8

273

21222 21 2 21 129

58

208 14

5

15 11

20 19 22

61

２　階

計 13 13 20 28

5 6

38 29 22 21 3629 23 303

6 5 3 8＊
入
院
患
者
数

１　階 5 5 10 9 6 3

31

1 2

合　計 6 7

0 9

10 18 19

10

24 21 21

２月 ３月 計 前年度４月 ５月 ６月

月
末
在
院
者
数

15 7 3 2

290

23 22 19１　階 12 13

７月 ８月

（単位:　人・日）

高度医療により、障害程度の軽減と障害発生の未然防止に努めています。

○　脳神経内科・内科

　整形外科医師を中心に、機能訓練（理学・作業・言語）、看護、薬剤、検査、Ｘ線、義肢装具部門をそろえています。

23

14 64 130

１２月 １月

239 160

２　階 1 0 0 5 5

９月 １０月 １１月

2



３　性別、年齢別入院患者状況　　

（単位:　人）

男

女

計

構成比（％）

男

女

計

構成比（％）

男

女

計

構成比（％）

４　疾患別入院患者状況

（単位:　人）

1

（注）病棟間移動含む。

１階 日 前年度平均在院日数 １階 日

2階 日 2階 日
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52 47

0～19歳 20～39歳 40～59歳 60～79歳 80歳以上 計 前年度

一
階
病
棟

0 6 23 21 2

26 9 71 61

0 2 5 5 7 19

0.0%

14

0 8 28

11.3% 39.4% 36.6% 12.7% 100.0%

3 16 30 63 17 129

56 82

2

212

2.3% 12.4% 9.5% 48.8% 13.2% 100.0%

73 130
二
階
病
棟

1 7 20 23 5

9 10 40 12

合
　
計

1 13 43 44 7

3 24 58 89

108 129

2 11 15 45 19 92 144

200 273

1.5% 12.0% 29.0% 44.5% 13.0% 100.0%

26

4 切 断 0 0 0

3 脊 髄 損 傷 15

項 目 １　　　階 ２　　　階 計

9 高 次 脳 機 能 障 害

脊 椎 疾 患 9 3 12

32

1 16

7 49 180 33

71 129

273前年度計 4

2 関 節 疾 患 6 37 43

1

6 そ の 他 （ 整 形 ） 8 0 8

1 5

外 傷 性 脳 損 傷 0 0 0

5 外 傷 2 0 2

神 経 系 腫 瘍 0

0 3

7 脳 血 管 障 害 18 6 24

8

11 脊 髄 疾 患 0 0 0

10 そ の 他 脳 疾 患 3

神 経 ・ 筋 疾 患 4

0 0

12

平均在院日数 112.3 70

12.7 14.8

前年度 61 212 273

14 そ の 他 4 80 84

200計

13



５　病棟別看護区分状況

＊１日付き添い数 ２階病棟 人

   付き添い患者１人当りの

   付き添い日数 ２階病棟 日

６　外来患者診療科目別状況
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172

14,332

240

26

2,236

325

77

0

436

54

2,932

45.4 59.750.0 41.0 41.3 46.0 44.0

19 20 19 18 23 243

7 5

20 22

51.2
１ 日 平 均
患 者 数

35.4 30.9 47.7 51.0 52.4 51.9

診療実日数 21 18 22 21 20

1,013 11,034

20819 32 13 14

計

21 20

828
一
般

744 557 1,051 1,071

17

1,048 1,039 1,127 951 820 785

病
棟

4 8 16 13

0 0 0

15 28 17

11 11 11 12

32 31 29 3348

0 0 0

10 14 8 124

45 429

7

290

32

0

2,296

泌
尿
器
科

一
般

31 31 38 40 39

病
棟

0 0 1 2

リ
ハ
ビ
リ
科

一
般

86 10 222

病
棟

6

病
棟

0 0 0 0

265 241 255 225 163 164 178 197

0 0

脳
神
経
内
科

内
　
　
科

29 380

2 0 0 0 92 0

25

23

10

麻
酔
科

一
般

30 35 35 32 33

180

33 48 27

0
病
棟

1 1 0 2 1 0 0

一
般

153 145 204 193 215 177

26 27

3 1 1 0

0 0 6 8 1 7 1

157 157

510

20 3 0 0 51 15

177 213 2,165194

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 前年度

整
形
外
科

一
般

444 336 552 541 520 526 577 8,403

病
棟

443 371 415 529 5,764

5

0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

計（８０） 24.3 5.5 14.5 4.3

構成比（％） 100.0 22.6 59.7 17.7

（単位:　人・日）

（単位:　人）

　　　　　　　区分

　定数
１日平均患者数

内　　　　　　　　　　　　　　　　訳

重看護・担送患者数 護送患者数 独歩患者数

１階病棟（４０） 20.3

前年度計（８０） 26.5 5.9 15.1 5.5

0

4.7 13.1 2.5

２階病棟（４０） 4.0 0.8 1.4 1.8



７　月別手術状況

1

4

5

6

7

8

11

13

14

15

８　月別薬局処方箋枚数
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　　　月

項目
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

22 8

647 585

5 38 305 1,081
注射処方
箋枚数 14 24 19 48 19 33 44 31

7,832 9,159

計 0 0 1 8 3 1 7

処方箋数 547 480 625 767 686 653 823 712

42 2646

計 前年度

1

0 0 0 3 0 0 0

１０月 １１月

537 770

0

３月１２月 １月 ２月

4 0

17
そ の 他

0 0 0 0 0

01 0

（ 神 経 ブ ロ ッ ク ）

16
そ の 他 の 手 術

0 0 0 0
（ バ ネ 指 、 抜 釘 等 ）

手 足 の 先 天 奇 形 の 手 術 0 0 0 0 0

30 0

0

0 00 0

12

0 00 0

2 12

0 0 0 0

0 00

3 50

0

0

0

0 0 0 0 0

褥 瘡 の 手 術 0 0 0 0 0

0 0 0四 肢 の 断 端 形 成 0 0 0 0

0 0

0 86

12
絞 扼 性 神 経 障 害 の 手 術

0 0 0 0

0 0 0 00 0 0 00

0 0 2 9
（ 尺 骨 神 経 、 正 中 神 経 ）

0 0

脊 椎 の 手 術 0 0 0

0 0 0 0

0 0 2 0

（外傷、腫瘍、炎症を含む）

0

0 1 3 4

0 0 4

0 0

（外傷、腫瘍、炎症を含む）

10
そ の 他 下 肢 の 手 術

0 0 1 1

下 肢 の 機 能 再 建 術 0 0 0 0

9
足 の 手 術

0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 00 0 0

0

0 0 10

16

鏡 視 下 手 術 （ 脊 椎 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

関 節 鏡 及 び 鏡 視 下 手 術

0 5

0 0 1

17 41

0

0 0

0

14 374 0 0 01 06

0 1

1

3 2 1 0

0

0 0

2

0 0

人 工 膝 関 節 置 換 術 0 0 0 5 1 0

（外傷、腫瘍、炎症を含む）

人 工 股 関 節 置 換 術 0 0 0 2 1

00 0 0 0

９月 １０月１１月

0 0 03

（単位:　人）

３月 計 前年度

上 肢 の 機 能 再 建 術 0 0 0 0

１月 ２月区　　　　　　　　　　分 ４月 ５月 ６月 ７月

そ の 他 上 肢 の 手 術

１２月

0
（外傷、腫瘍、炎症を含む）

0 0
手 の 手 術

0 0

８月

0 0

0 0

0

0 0 0 0

00 0 0

0

0



９　麻薬管理状況 11　薬剤管理指導算定件数
（麻薬年度:R1.10.1～R2.9.30）

12　放射線業務実績表

10　輸血用血液製剤取扱状況
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0

2

736

31

胸 部 15 13

計 79 93

15

0

270

11

脊 髄 腔 系 0

37

1

18

88

そ の 他 8

脊 椎 16

前年度

9

1

0

10

依頼検査(再掲) 21 20

564

関 節

3

40

胸 部 0 0

419

2

0

91

造影を伴わない透視 78 56

37

89

128

48

脊 椎 557

数量
（本）

使用量
（ｇ）

そ の 他 3

計 683

36
腹 部 0 1

170

依頼検査(再掲)

種　　　　　　類

合　　　　　　　計 54

自 己 血 400ml 9 6
関 節 76

0 0

M
　
R
　
I

頭 部

ア ル ブ ミ ン 製 剤 0 0

75

新 鮮 凍 結 血 漿
― LR 「 日 赤 」 240ml

0 0

照 射 赤 血 球 M ・ A ・ P
「 日 赤 」 400

0 0
外 科 用 イ メ ー ジ

自 己 血 200ml 43 29
腹 部

照 射 濃 厚 血 小 板
10 単 位

0 0

C
　
　
T

頭 部

照 射 赤 血 球 M ・ A ・ P
「 日 赤 」 200

新 鮮 凍 結 血 漿
― LR 「 日 赤 」 120ml

0 0
計

照 射 赤 血 球 液
― LR 「 日 赤 」 400

2 1
関 節 腔 系 0 0

照 射 赤 血 球 液
― LR 「 日 赤 」 200

種　　　　　　　類
取扱数
（本）

輸血数
（本）

計 39 246

骨 密 度 測 定 106 163

0 0 透
視
・
造
影
撮
影
部
門

尿 路 系 11

そ の 他 0

計

計 4,303 6,172

ﾎﾟｰﾀﾌﾞ
ﾙ撮影
(再掲)

手 術 室 32 214

病 室 7 32

942

1,954貼付薬 枚 41

関 節 2,191 2,888

脊 椎 1,144

注射液 管 303

そ の 他 739

前年度注射液 管 49

撮
　
影
　
部
　
門

一
　
般
　
撮
　
影

頭 部 1 5錠　剤

腹 部 79 83錠　剤 錠 0

錠 35

胸 部 149 300注射液 管 0

0

項　　　　　　　　　　　　　　　　目 件数

錠　剤 錠 0

貼付薬 枚 210

注射液 管 272

230

注射液 管 80

錠　剤 錠 0  計

麻酔科

廃　　　　棄

期 末 在 庫

（単位:　件）　

区分 単位 数量 科　名 件数

期 始 在 庫

錠　剤 5

貼付薬 枚 21 脳神経内科 0

錠 35 整形外科

受　　　　入

払　　　　出

5

貼付薬 枚



13　検査室検査項目別件数

14　リハビリテーション（PT．OT．ST）実施延人数

15　リハビリテーション（PT．OT．ST）疾患群別実施単位数
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21,615 157 32,886

一 般 714

10 3,687

前　　年　　度

件　　　数 外 注 件 数 件　　　数 外 注 件 数

0

4,745

血 液 学 2,316 497

生 化 学

項目

6 788

0

血 清 学 1,135 153 2,865 131

生 理 学 347 1 911

3

微 生 物 学

輸 血 0

0

病 理 学

144 316

76

409

0 2 0

52 0 238

延 べ 人 数 6,025 1,701 7,726 4,807

202

貯血介助・保管 52 0

遺 伝 子 学 63 24 0 0

そ の 他 90 119 57 206

計 26,793 616 41,824 5,784

1,596 232 3,667

入 院

1,279 655 119864 5,671

256

2,053

2,071

作　業　療　法　科 言　語　聴　覚　療　法　科

4,655 1,211 604

3,934

R2

外 来 計 入 院 外 来 施 設

6,668 1,808 8,476 2,231 1,186

0 0

10,543 2,180 1,255

0 0 0 0

517

計

8,947

0

R2 3,699 1,172 4,871 686

0 0

0

0 0

0 0

52 738 0 0

0 0 0 0R1 0 0

2,180 1,255

641 127 768 0 0

9,633 1,648

0

232

1,186 517

3,667

R1 8,508 1,551 10,059 0

7,309 1,935 9,244

11,281

廃用性

運動器

計

前 年 度 6,605 2,381

R2 15,169 3,410

合 計 27,409 47,608

理　学　療　法　科 作　業　療　法　科 言　語　聴　覚　療　法　科

入 院 外 来 計 入 院 外 来 計 入 院 外 来 施 設 計

8,986 3,627 1,028

R1 15,956 4,694 20,650

0

R1 7,448 3,143 10,591

入 院 外 来 計

R2 11,470 2,238

18,579

0

13,708

理　学　療　法　科

脳血管

3,9342,231



16　疾患別リハビリテーション（PT．OT．ST）　実人数

（単位:　人）　

17　作業療法におけるスプリント・自助具作製、運転評価件数
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計

1

2脳損傷 3 1 4 2 9 11 3 5

脳性麻痺 1 3 4

4 8 4 0

19 5 24

1

　　　　　　　 患者別 理　学　療　法 作　業　療　法 言　語　聴　覚　療　法

計 入 院 外 来 施 設

25 24 49 15 19 6 40

脳
血
管

計入 院 外 来疾患別 入 院 外 来

10

脳疾患

18 21 8 29

2 3 0 0 0 0

8

0

9 17

0 0 0

脊髄疾患 11 4 15 11 2

脊髄損傷

神経変性疾患 4

12 6

0 0

5

13 0 0

0

4

1

4 0 4 11 0

0 0 1

5

0

廃 用 性 症 候 群 0 0 0 0

その他 0 1

0

0

脊椎疾患 4 4 8 4 0 4 0

0

0

1 0 08

0

運
動
器

関節疾患 42 10 52 17

0 0 0

0 0

1 18 0 0 0

切断

0

骨折 12 6 18 7

4 1 1

113 46 159 98 61

前　年　度 287 126 413 129 73

02

0

75

159 20 32 9 61

202 29 33 13

0

　　運  転  評  価

　　自 助 具 作 製 ・ 紹 介

　　リーチャー、食事用・書字用自助具

　　トランスファーボードなど

189 129

26 25

1

　　ス　プ　リ　ン　ト　作　製 58 54

計

項　　　　　　　　　　　目 件 数 前年度

3 0 3 1 0

その他 2 2



Ⅵ　　地域医療福祉連携室

１　　業務概要

２　　・活動件数

３　　・紹介患者障害・疾患別件数

４　　・紹介患者紹介地域別件数

５　　・退院経路

６　　・転入院平均待ち日数

７ 入院平均日数

８ 計画相談
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１　業務概要

　　の一人一人の目的に合った支援計画を立て退所後の生活の場を調整しました。

　③ 入院・入所中の方や外来通院の方、また外部の方々からの医療相談、福祉相談に対応しました。社会福祉士、相

談支援専門員、看護師がそれぞれの知識を活かし、また関係機関と連絡を取りながら、相談対応を行いました。

２　活動件数

479

311

165

258

494

1,375

677

113

3,872

3 紹介患者障害・疾患別件数

○脳神経内科 ○整形外科

障害・疾患名 件数 障害・疾患名

脳挫傷 4 頸髄損傷 21

胸髄損傷 2

脳梗塞 11 腰髄損傷 1

脳出血 17 切断 5

低酸素脳症 1 圧迫骨折 2

脊髄梗塞 1 多発骨折 2

脳炎 1 2

多発性硬化症 1 靭帯骨化症 3

糖尿病性神経障害　　　　　　　　　　　　　　　　１1 偽関節 2

他 1 大腿骨頸部骨折 3

(内　高次脳機能障害　 　　25件） 脊椎炎 2

計  38件 胸腰椎硬膜外血腫 2

頚髄症 2

他 6

(内　術後リハ目的　　　　　16　件）

計　　 55 件
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件数

脊髄内腫瘍

　　入院転院に係る相談

　　入所に係る相談

　　外来受診に係る相談

　　他院への紹介手続き

　　医療相談

　　福祉相談

　　退院調整

　　その他

計

　①急性期病院を経過した後リハビリが必要な患者、回復期や地域包括病棟などを経てさらにリハビリを必要とする患者

の、転院・入院受け入れを行ってきました。患者家族が望む生活に向かえるように健康状態や訓練状態を把握し、関係部

署や機関と連携し退院調整を行いました。

　②障がい者支援施設で実施される機能訓練、自動車教習、就労支援などを望む方たちの入所調整を行いまた入所後

活動内容 件数



４　紹介患者紹介地域別件数

28 件 27 件

9 件 22 件

県外からの紹介 1 件 6 件

　　　５　退院経路

自宅 21 人

当センター隣接障がい者支援施設 11 人

障がい者支援施設 3 人

住宅型有料老人ホーム 3 人

グループホーム 2 人

老人保健施設 2 人

他病院 3 人

７　入院平均日数

日 脳神経内科 日

日 整形外科 日

人 人

件 件

件 件

紹介経路 脳神経内科

87.1

46.2

31.8

　６　転入院平均待ち日数

脳神経内科

整形外科

長野市内からの紹介

退院先 人数

116.2

長野市外からの紹介
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整形外科

モニタリング報告書作成等件数

サービス等利用計画作成等件数

項　　目 利用数

74

864

57

100

前年度

43

延べ利用者数

８　計画相談

908



Ⅵ　　そ　　　の　　　他

１　　栄養管理の状況

(1)  給　食　食　数

(2)  選　択　メ　ニ　ュ　ー

(3)  栄養食事指導件数

(4)  病室訪問・栄養相談等

(5)  個別対応実人数

(6)  病院栄養管理

(7)  施設栄養ケアマネジメント

２　　学会・研究会などの参加状況

３　　学会･研究会等での研究発表状況

４　　研修会講師派遣等の状況

５　　実習生の受け入れ状況

６　　見学者等の状況

７　　出前講座の開催状況
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1　 栄養管理の状況
 

(1)  給　食　食　数

一般計 合  計

加算 非加算 一般食 特別食

4 545 184 188 185 1,102 816 798 37 184 1,835 0 50 50 1,885 2,987 7,286

5 815 130 279 190 1,414 964 890 55 97 2,006 0 147 147 2,153 3,567 6,681

6 1,070 174 396 184 1,824 903 777 91 94 1,865 0 154 154 2,019 3,843 7,287

7 1,482 218 486 191 2,377 871 812 106 97 1,886 0 151 151 2,037 4,414 7,084

8 1,676 385 478 190 2,729 951 699 73 97 1,820 0 148 148 1,968 4,697 7,132

9 1,499 378 389 214 2,480 903 602 85 94 1,684 0 148 148 1,832 4,312 6,138

10 1,490 517 425 191 2,623 861 636 52 97 1,646 0 165 165 1,811 4,434 2,847

11 1,807 736 328 184 3,055 619 682 71 90 1,462 0 162 162 1,624 4,679 0

12 1,872 560 175 191 2,798 731 697 7 97 1,532 0 150 150 1,682 4,480 63

1 1,846 525 108 190 2,669 870 735 85 97 1,787 0 146 146 1,933 4,602 1,259

2 1,290 387 49 173 1,899 846 655 119 88 1,708 0 137 137 1,845 3,744 1,994

3 1,591 635 428 192 2,846 882 824 109 97 1,912 0 157 157 2,069 4,915 2,649

合計 16,983 4,829 3,729 2,275 27,816 10,217 8,807 890 1,229 21,143 0 1,715 1,715 22,858 50,674 50,420

日平均 46.5 13.2 10.2 6.2 76.2 28.0 24.1 2.4 3.4 57.9 0.0 4.7 4.7 62.6 138.8 137.8

割合 61.1% 17.4% 13.4% 8.2% 100.0% 48.3% 41.7% 4.2% 5.8% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% ― ― ―

前年 13,021 7,036 7,264 1,888 29,209 10,870 6,989 878 931 19,668 15 1,528 1,543 21,211 50,420

日平均 35.6 19.2 19.8 5.2 79.8 29.7 19.1 2.4 2.5 53.7 0.0 4.2 4.2 58.0 137.8

割合 44.6% 24.1% 24.9% 6.4% 100.0% 55.3% 35.5% 4.5% 4.7% 100.0% 1.0% 99.0% 100.0% ― ―

(2)  選　択　メ　ニ　ュ　ー

実施回数 実施回数 実施回数

病 院 4

施 設 4

(３)  栄養食事指導件数 (４)  病室訪問・栄養相談等

件　数 前年度 区分

4 16 病 院

2 7 施 設

15 13

3 0 (５) 個別対応実人数

施 設 4 4 区分

0 0 病 院

施 設

(６)  病院栄養管理 (７)  施設栄養ケアマネジメント

件　数 前年度 件 数 前年度

154 250 90 87

1,306 1,299 6,614 6,148

269 268
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計 画 評 価 件 数 計 画 実 施 件 数

計 画 評 価 件 数

145 179

区　　分 区　　分

計 画 書 作 成 件 数 計 画 書 作 成 件 数

人　数 前年度

集　　団　　指　　導 241 224

個別

入 院
指導料請求

そ　の　他 74 126

外 来
指導料請求

そ　の　他

区　　分 件　数 前年度

1,052 1,072

51
1,181 111 1813

実施人員 実施人員

877 83 1147
43

（単位：　食）　

月
別

病　　　　　　　院 施　　　　　　　　設 そ　の　他

前年度
一般食 計(C）

（B）+
（C）

(A)+(B)
+（C）

区分
選択メニュー

計(B)

付
添
食

職員
特 別 食 病院

検食
計(A)

入　　　所 ショート
ステイ
通所

施設
検食

セレクト(ﾃﾞｻﾞｰﾄ.寿司） 前年度（選択メニュー）

実施人員



2　学会・研究会などの参加状況

（医務科）

R2.6.11～8.31 第93回日本整形外科学会学術総会～ｵﾝﾗｲﾝ学術総会～ オンライン 3人

R2.8.19～22 第57回日本リハビリテーション医学会学術集会 オンライン 2人

R2.8.31～9.2 第61回日本日本神経学会学術大会 オンライン 1人

R2.9.7～9 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会 オンライン 1人

R2.11.20～22 第4回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 オンライン 2人

R2.11.20～22 第33回日本自己血輸血・周術期輸血学会学術総会 オンライン 1人

R3.2.20 第126回信州整形外科懇談会 オンライン 1人

（作業療法科）

R2.11.3 第1回　日本リハビリテーション・ カウンセリング研究会学術大会 オンライン 5人

R2.11.23 ドライブシミュレーターを用いた運転支援～Hondaセーフティナビの使い方について オンライン 9人

R3.2.20～21 第3回　臨床実習指導者研修 オンライン 1人

R3.3.6～7 第4回　臨床実習指導者研修 オンライン 1人

（義肢装具科）

R2.9.11～10.31 第３４回日本靴医学会学術集会 オンライン １人

R2.10.23～11.16 第３６回日本義肢装具学会学術大会 オンライン １人

R2.10.24 令和２年度補装具製作事業者管理研修会 オンライン １人

R3.3.7 日本義肢装具士協会セミナー「義肢装具適合に必要な評価学」 オンライン １人

R3.3.27 ２０２０年度オンライン臨床実習指導者会議 オンライン １人

（看護部）

6月29日 保健医療福祉関係者研修会（難病対策） 長野市 １人

７月２３日～ 第２９回日本創傷オストミー失禁管理学術集会 オンライン １人

8月22日 日頃行っている看護の法的根拠 松本市 １人

９月８日～ 認定看護管理者教育課程ファーストレベル 松本市 １人

9月7日 第３３回自己血輸血・周術期輸血学会 オンライン １人

9月11日 第２２回　日本褥創学会学術集会 オンライン １人

１０月１日～ WEB退院支援塾５回シリーズ オンライン １人

10月30日 ファーストレベルフォローアップ研修 松本市 １人

11月2日 第17回日本縟瘡学会関東甲信越地方会 オンライン ３人

11月14日 長野県輸血懇話会 長野市 ２人

（生活支援課）

R2.7.29 管内保健医療福祉関係者等研修会（感染症対策） 長野市 1人

R2.11.13 人権尊重研修会 長野市 1人

R3.1.6 サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者更新研修 オンライン 1人

R3.2.19 令和2年度第3回障害者虐待防止・権利擁護研修会 長野市 1人

（理学療法科）

R2.11.14～15 長野県（理学療法士）臨床実習指導者講習会 松本市 2人



３　学会・研究会での研究発表状況
（看護部）

R2.9.7 第３３回自己血輸血・周術期輸血学会 洪水・浸水時における自己血輸血管理の課題 大久保貴弘

４　研修会講師派遣等の状況
（理学療法科）

月　日 派遣した研修会等の名称 テーマ 発表者
R2.5.27､5.29､
6.12､6.17

須坂看護専門学校2年過程 リハビリテーション学　理学療法学 中澤 和徳

（作業療法科）

Ｒ2.6.5　R2.6.10 須坂看護専門学校２年過程
リハビリテーション学
作業療法
ADL 、高次脳機能障害について

竹内晴美

R3.3.27 コミュニケーション機器支援者研修会
コミュニケーション機器
スイッチの適合について

竹内晴美
松井典子
和田由紀
柴野雄作

（言語聴覚療法科）
R2.6.3 須坂看護専門学校2年過程 リハビリテーション学　言語聴覚療法学 石巻　晃
R2.12.5～12.6
R2.12.12～13
R2.12.19～20

令和２年度失語症者向け意思疎通支
援者養成講習会

失語症者向け意思疎通支援者養成講習 竹内　洋彦

５　実習生の受け入れ状況
（言語聴覚療法科）

R2.7.6～R2.8.28 1人

６　見学者等の状況

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、見学者は受け入れませんでした。

７　出前講座の開催状況

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、10月まで開催中止としていました。
　11月以降再開しましたが、申込がありませんでした。
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長野医療衛生専門学校言語聴覚士学科・総合実習




